
 

山行報告書 

神戸勤労者山岳会 

 

１．参加者 スタッフ 野田、大川、玉田、松下、（三浦） 

      受講生  坂口、坂本、湊、藤井、池田、田中（武）他一般 3名 

 

２．山域／ルート  

１日目二上神社口---二上山--竹内峠---平石峠---岩橋山---葛城さんキャンプ場---大和葛城山--- 

２日目キャンプ場---葛城山---水越峠---金剛山---文殊尾根---ロープウェー下バス停 

 

３．交通手段    各公共交通機関（近鉄南大阪線） 

 

４．行動記録  ＜入山日 2014 年 ７ 月５日 下山日 2014 年 ７月 ６ 日＞ 

 

7/5  二上神社口 9：30---二上山（517.2ｍ）11：00--竹内峠---平石峠 13：00---岩橋山（658.8ｍ） 

---葛城さんキャンプ場 16：20 ※テント設営後葛城山往復（959.7ｍ）17：00 

7/6 キャンプ場 6：00---葛城山 6：10----水越峠 7：10---パノラマ台 8：30---金剛山 1125ｍ（10：00/10：30）

----ロープウェー下バス停 11：30 

 

５．山行中の問題点・事故に繋がる要因 

a)予定のルート・日程で行動出来たか？ 

 予定ルートをはずれた場合、あるいは日程が異なった場合はその理由 

  １日目、受講生が１人遅刻しスタートが２０分ほど遅れた 

２日目 念仏坂を下りる予定であったが、舗装された急坂ということなので、登山道の文殊尾根を下山した。 

自然林の広がる良い道であった 

b)事故に繋がりそうな要因（ヒヤリハット）が発生したか？ 

 発生した場合、具体的に記す 

特になし。 

 

c)パーティーで、山行中の事故に繋がる要因につき、山行後検討したか？ 

無し。 

 

６．その他、ルートに関する情報・気がついた事など記す 

①ルートについて  

二上山から葛城山まではアップダウンを繰り返す長い道のりで、暑い時期荷物を背負って歩くのは大変厳しい

ものであった。二上山ですでに１時間ほど遅れていたが、その後は受講生全員ペースダウンすることなく、最

後までよく頑張って歩き通した。終了山行に向けて大変良いトレーニングになったと思う。 

②キャンプ地について、 

葛城山キャンプ場は水道、トイレ、板張りのテント場とよく整備されていた。（使用料一人５００円要） 

ただし、水道は湧水でお腹をこわしたものが一人いた。 

国民宿舎は休業中であったが、売店とお風呂は夜９時まで入ることができて、数名入浴した。 

③反省点 

１日目の終了時にスタッフミーティングをしなかったが、するべきであった。 

ストックの扱いに不慣れな受講生がいた。教室として座学＆実技でもっと丁寧な指導が必要である。 

 

 



④食事メニュー 

１班 鶏肉の味噌炒め さとうのごはん 

２班 永谷園の蒸鍋ラーメン 

３班 牛丼（アルファー米使用） そうめん入りみそ汁（フリーズドライ） 

 

報告者氏名 玉田優子      2014 年 ７月１０日 

 

葛城山の登り、階段が続きます。            葛城山頂、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛山、最高点                    金剛山、国見城跡、大阪平野はガスの中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


